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私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
引
き
金
に
起
き
た
福
島
第
一
原
発
事
故
は
い
ま
だ
収
束
せ
ず
、
被
ば
く
に
よ
る
白
血

病
等
の
発
症
へ
の
不
安
を
背
景
と
し
て
、
骨
髄
、
末
梢
血
、
さ
い
帯
血
な
ど
造
血
幹
細
胞
の
移
植
医
療
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
発
展
が
期
待
さ
れ
る
再
生
医
療
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、
と
り
わ
け
間
葉
系
幹
細
胞
を
含
む
さ
い
帯
血
が

再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。

白
血
病
に
代
表
さ
れ
る
血
液
疾
患
に
対
す
る
根
本
的
治
療
法
で
あ
る
造
血
幹
細
胞
移
植
医
療
は
、
「
移
植
を
希
望
す
る
す
べ

て
の
患
者
に
公
平
か
つ
適
正
に
移
植
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
相
互
に
助
け
合
う
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
（
一
九
九
一
年
十
二
月
設
立
）
や
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
一
九
九
九
年
八
月
設
立
）
が
、
政
府
の
財
政
支

援
の
も
と
公
的
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
国
民
の
善
意
と
無
償
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
て
い
る
。

公
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
事
業
は
、
全
国
的
に
統
一
的
運
営
を
確
保
す
る
た
め
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織

し
、
国
の
財
政
支
援
の
も
と
に
臍
帯
血
の
安
全
性
と
品
質
の
確
保
を
図
る
た
め
一
定
の
保
管
基
準
に
従
っ
て
、
現
在
全
国
八
か

所
の
各
地
の
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
設
置
運
営
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
さ
い
帯
血
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
」
と
し
て
、
新
生
児
本
人
や
家
族
の

一



将
来
の
病
気
や
事
故
に
備
え
、
有
償
で
さ
い
帯
血
の
保
存
を
目
的
と
す
る
民
間
企
業
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
、
私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
一
つ
、
「
つ
く
ば
ブ
レ
ー
ン
ズ
」
（
茨
城
県
）
が
、
裁
判
所
か
ら
破
産
手
続
き
の

開
始
決
定
を
受
け
た
。
約
千
五
百
人
分
の
さ
い
帯
血
を
保
管
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
破
産
時
に
は
Ｉ
Ｄ
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
、
保
管
状
態
や
関
連
書
類
の
不
備
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い
さ
い
帯
血
も
あ
り
、
債
権
者
集
会
で
問

題
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

以
下
、
私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
破
た
ん
し
た
「
つ
く
ば
ブ
レ
ー
ン
ズ
」
の
よ
う
な
、
民
間
に
よ
る
さ
い
帯
血
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
の
実
態
は
未
だ

明
ら
か
で
は
な
い
。
現
在
国
内
に
何
社
あ
り
、
そ
の
経
営
実
態
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

二

私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
が
保
管
し
て
い
る
さ
い
帯
血
は
現
在
何
件
あ
る
か
。
企
業
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。

三

白
血
病
な
ど
の
発
生
率
は
十
万
人
に
数
人
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
移
植
が
必
要
な
患
者
は
二
〜
三
割
と
さ
れ
て
い
る
（
二
〇

〇
二
、
八
、
二
三
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
。
つ
ま
り
、
移
植
が
必
要
と
な
る
の
は
十
万
人
に
一
人
程
度
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

私
的
バ
ン
ク
に
保
管
さ
れ
た
さ
い
帯
血
の
う
ち
、
実
際
に
治
療
に
使
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
何
件
あ
る
か
。
対
象
疾

二



病
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。

四

「
つ
く
ば
ブ
レ
ー
ン
ズ
」
の
経
営
破
た
ん
に
よ
り
、
保
管
さ
れ
て
い
た
さ
い
帯
血
は
所
有
者
と
他
の
民
間
バ
ン
ク
の
間
で

新
た
に
契
約
が
交
わ
さ
れ
移
管
さ
れ
た
と
い
う
が
、
所
有
者
の
不
明
な
さ
い
帯
血
は
何
件
あ
り
、
現
在
ど
の
よ
う
に
管
理
さ

れ
て
い
る
の
か
。

五

私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
は
、
財
務
状
況
や
経
理
の
公
開
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
所
有
権
者
に
と
っ
て
経
営
破

た
ん
等
に
よ
る
リ
ス
ク
回
避
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
幹
細
胞
の
分
離
方
法
や
凍
結
保
管
体
制
の
基
準
が
統
一
さ

れ
て
お
ら
ず
、
い
ざ
と
い
う
時
に
移
植
に
使
用
で
き
な
い
可
能
性
等
、
技
術
的
な
問
題
点
が
指
摘
（
日
本
造
血
細
胞
移
植
学

会
他
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
取
・
保
管
の
質
の
担
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
ず
実
態
調
査
を
行
っ
た
上
で
何
ら
か
の

規
制
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

六

ア
メ
リ
カ
血
液
骨
髄
移
植
学
会
で
は
声
明
の
中
で
、
「
新
生
児
本
人
の
使
用
を
目
的
と
し
て
の
、
個
人
向
け
臍
帯
血
保
管

は
原
則
と
し
て
勧
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
（
二
〇
〇
八
、
二
、
一
）
。
イ
ギ
リ
ス
王
立
産
婦
人
科
学
会
で
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
中
で
「
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
な
い
本
人
ま
た
は
家
族
の
疾
病
の
治
療
を
目
的
と
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
で

臍
帯
血
を
保
存
す
る
こ
と
の
有
益
性
に
は
未
だ
確
信
が
持
て
な
い
」
と
し
、
「
各
々
の
病
院
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
利
用

三



目
的
で
さ
い
帯
血
を
採
取
す
る
こ
と
に
つ
い
て
方
針
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
」
（
二
〇
〇
六
、
一
、
八
）
と
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
世
界
の
動
向
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

七

私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
保
管
料
は
二
十
万
円
か
ら
三
十
万
円
と
さ
れ
、
治
療
費
を
含
め
る
と
選
択
で
き
る
患
者
は
一
部

に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
民
す
べ
て
が
等
し
く
医
療
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
す
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
の
理

念
に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
営
利
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
公
的
バ
ン
ク
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
を
脅
か
し
か
ね
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

四


